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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､再発を繰り返す HCCの全病期に利用可能な,｢時間依存性共変量｣
を用いた予後モデルを構築するため､12年に渡り岡山大学病院に蓄積されたデー
タをもとに解析した研究である｡
予後モデル自体のvali血tionについても研究デザインとして組み込んでおり､統
計学的な分析 もしっかりなされ､岡山大学病院におけるHCC患者の予後について､
一応の推定は可能なモデルとなっている｡
しかしなが ら､構築された予後モデルを実際の臨床現場に活用するには､病期
別の予後モデルの検討など､更なる改善が必要と思われる｡今後のさらなる臨床
研究に期待する｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
